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ドお し ら せ ワ イ

■田辺市行政改革第3次実施計画（平成26～28年度）の取組状況一覧表【平成28年3月末現在】

※「財政効果」については、効果額が判明しているものに限っており、歳出削減額と歳入面の効果額の合計。
※財政効果「純効果額」は、効果が発生した時点の純減額及び純増額の単純合算額であり、「累計効果額」は、各
年度の純減額及び純増額を累計した額。

後期高齢者医療保険料について
■問合せ　保険課 保険税係（☎ 0739-26-9965）

市政功労者・善行者表彰
■問合せ　秘書課 秘書係（☎ 0739-26-9910）

行政改革に取り組んでいます
■問合せ　総務課 庶務係（☎ 0739-26-9916）

■
平
成
28
年
度
の
保
険
料
を
7
月
中

旬
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
都
道

府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
市
町
村
と

連
携
、協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
に
は
、
75
歳
以
上
の
方
と

一
定
の
障
害
が
あ
る
方
で
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
が
加
入
し

ま
す
。

　

本
制
度
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
医
療

機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
分
を
除
い
た

分
は
、
公
費
が
約
5
割
、
現
役
世
代
の

支
援
が
約
4
割
、
残
り
約
1
割
を
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
で
負
担
し
て
い
ま
す
。	

　

5
月
31
日
㊋
、
田
辺
市
役
所

に
お
い
て
「
市
政
功
労
者
・
善

行
者
表
彰
式
典
」
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
真
砂
市
長
か
ら
、
市

政
功
労
者
表
彰
と
し
て
市
政
の

各
分
野
に
お
い
て
功
績
が
顕
著

な
方
々
に
表
彰
状
を
お
贈
り

し
、
ま
た
、
善
行
者
表
彰
と
し

て
多
大
な
ご
寄
附
を
頂
い
た

方
々
に
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。

　

田
辺
市
表
彰
規
則
で
は
、
①

地
方
自
治
の
育
成
発
展
（
自

治
）、
②
社
会
福
祉
の
増
進
又

は
保
健
若
し
く
は
環
境
衛
生
の

向
上
（
民
生
）、
③
産
業
・
経

済
の
振
興
発
展
（
産
業
）、
④

教
育
・
文
化
等
の
振
興（
教
育
）、

⑤
災
害
や
犯
罪
等
社
会
的
不
安

の
防
止
・
除
去
（
治
安
）
の
5

部
門
か
ら
成
る
「
功
労
表
彰
」

と
、
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
長
期

に
わ
た
り
続
け
て
お
ら
れ
る
方

や
市
の
公
益
の
た
め
に
多
大
な

ご
寄
附
を
頂
い
た
方
に
お
贈
り

す
る
「
善
行
表
彰
」、「
一
般
表

彰
」
の
3
種
類
の
表
彰
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
田
辺
市
行
政
改
革

第
3
次
実
施
計
画
（
平
成
26
～

28
年
度
）」
に
基
づ
い
て
、
具

体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。
計
画
の
進
捗
状
況
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
市
政
功
労
者
表
彰

◇
自
治
功
労

坂
本	

み
や
子
、
高
垣	

幸
司

◇
民
生
功
労

（
故
）
平
谷	

芳
子

■
善
行
者
表
彰

◇
寄
附

伊
藤	

順
子
、
糸
川	

禎
彦
、
東	

稔
雄
、
一
般
財
団
法
人	

新
庄

愛
郷
会
、
株
式
会
社
ワ
イ
エ
ス

イ
ー

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
上
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆

h
ttp
://w

w
w
.city

.
tan
ab
e.lg

.jp
/so
u
m
u
/

gyokaku/index.htm
l

■
所
得
の
低
い
方
の
保
険
料
軽
減　

◇
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
に
よ
り
、

上
表
の
と
お
り
均
等
割
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
さ
ら
に
均

等
割
額
2
割
・
5
割
軽
減
の
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
総
所

得
金
額
等
が
不
明
の
場
合
は
、
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下
の

方
は
、
所
得
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
方
の
保
険
料
軽
減

　

資
格
を
得
た
日
の
前
日
に
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
保

険
料
の
均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
額
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付

方
法
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
額
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
、

介
護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
そ
の
年

金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
な
い
方

は
、
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

お
申
出
に
よ
り
口
座
振
替
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら

■
保
険
料
の
算
定
方
法

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く

負
担
す
る
均
等
割
額
と
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額
の

合
計
額
と
な
り
、
個
人
単
位
で
計
算

し
ま
す
。

な
い
方
や
、
新
規
に
資
格
を
取
得
さ

れ
た
方
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る

ま
で
の
期
間
は
、
普
通
徴
収
（
納
付

書
又
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）
と

な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
減
免
制
度

　

罹り

災
や
、
世
帯
主
の
失
業
に
よ
る

所
得
の
激
減
等
、
和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
定
め
る
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
保
険
料
の

徴
収
猶
予
や
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
上
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

均等割額 4 万 4,177 円（平成 27 年度は 4 万 4,730 円）

所得割額 
【平成 27 年中の総所得金額等－基礎控除
額（33 万円 )】× 8.93％（平成 27 年度は
8.55％）

限  度  額 57 万円

■平成 28 年度の保険料率等（年額）

■均等割額の軽減【平成 28 年度軽減対象判定基準】
世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等（平成 27 年中）の合計額 軽減割合

33 万円（基礎控除額）
以下の世帯

8.5 割軽減を受ける世帯のうち、被保険者全員が年金収
入 80 万円以下で、その他の所得がない場合 9 割

8.5 割

【33 万円（基礎控除額）】＋【26 万 5,000 円×当該世帯に属する被保険者数】以下の世帯 5 割

【33 万円（基礎控除額）】＋【48 万円×当該世帯に属する被保険者数】以下の世帯 2 割

※軽減判定には、65 歳以上（昭和 26 年 1 月 1 日以前生まれ）の方は、公的年金所得から 15 万円
が控除されます。

※保険料率は、和歌山県内均一で定められ、2 年ごと
に見直されます。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
被

保
険
者
証
）
は
、
７
月
31
日
㊐

が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
中

に
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
り
送
付

し
ま
す
。（
お
手
元
に
届
い
た

と
き
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。）

※
前
年
所
得
に
よ
り
、
一
部
負

担
金
の
割
合
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証

は
、
返
却
又
は
裁
断
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

　

	

保
険
課	

医
療
係

☎
０
７
３
９(

２
６)

９
９
２
６

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
の
色
が
、「
み
ず
色
」
か
ら
「
う

す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
に
変
わ
り

ま
す

重点項目

実施計画全体 平成 26 ～ 27 年度計画分【参考】

取組
項目数
（A）

実施
（目標到達）

項目数
（B）

到達
割合

（B/A）

財政効果 取組予定
（目標設定）

項目数
（C）

実施
（目標到達）

項目数
（D）

到達
割合

（D/C）
純効果額
（千円）

累計効果額
（千円）

住民参画と協働の推進 6 3 50.0% 0 0 4 3 75.0%
民間委託等の推進 3 1 33.3% 15,780 31,560 1 1 100.0%
説明責任の確保と住民意見の反映 4 3 75.0% 0 0 3 3 100.0%
環境に配慮した行政の推進 3 2 66.7% 0 0 3 2 66.7%
事務事業の見直し 7 3 42.9% 37 37 5 3 60.0%
人材育成と人材確保の推進 2 1 50.0% 0 0 1 1 100.0%
情報化の推進 1 0 0.0% 0 0 1 0 0.0%
市民サービスの向上と安全・安心の実現 4 1 25.0% 0 0 1 1 100.0%
組織機構の見直し 1 1 100.0% 0 0 1 1 100.0%
定員管理の適正化 1 1 100.0% 43,800 116,800 1 1 100.0%
給与の適正化 1 0 0.0% 0 0 1 0 0.0%
経費の節減合理化等財政の健全化 12 1 8.3% 35,852 36,668 3 1 33.3%

計 45 17 37.8% 95,469 185,065 25 17 68.0%
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国民健康保険税・介護保険料について
■問合せ　保険課 保険税係・収納係（☎ 0739-26-9965）

国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）

は
、
各
市
町
村
で
運
営
し
て
お
り
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
平
等
に
医
療
を

受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
自
営
業
の
方

や
職
場
等
で
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
、
ま
た
、
会
社
を
退
職

さ
れ
た
方
等
を
対
象
と
し
た
医
療
保

険
制
度
で
す
。

　

国
保
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
税
や
国
、
県
か
ら

の
補
助
金
等
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
、
病
気
や
け
が
等
の
医
療

費
や
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
等

の
給
付
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。
国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
及

び
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
の
保
険
税

　

下
表
に
基
づ
き
保
険
税
額
を
算
定

し
、
７
月
中
旬
頃
に
国
保
の
被
保
険

者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
（
納
税

義
務
者
）
に
、
通
知
書
を
お
届
け
し

ま
す
。

■
所
得
の
低
い
方
の
保
険
税
軽
減

　

世
帯
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
、
均
等
割
額
及
び
平
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
２
割
・
５
割
軽
減

に
係
る
所
得
判
定
基
準
額
が
改
正
さ

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

■
平
成
28
年
度
介
護
保
険
料
及
び
納

付
方
法
の
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬

頃
に
お
届
け
し
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

な
方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の

第
2
号
被
保
険
者
保
険
料
（
40
～
64

歳
の
方
、28
％
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
介
護
保
険
料
は
、
市
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
要
す
る
費
用
と
地

域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
基
づ

き
決
定
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
の
第
1

号
被
保
険
者
保
険
料
は
、
上
表
の
と

お
り
で
す
。（
第
2
号
被
保
険
者
保
険

料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と

の
算
出
方
法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療

保
険
分
と
合
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。）

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
・
退
職

年
金
、
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
を

受
け
て
い
る
方
の
納
付
方
法
は
、
原

則
と
し
て
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

で
す
。
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
や
、
新
規
に
資
格
を
取
得
さ
れ

た
方
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
ま

で
の
期
間
の
納
付
方
法
は
、
普
通
徴

収
（
納
付
書
又
は
口
座
振
替
）
で
す
。

☆
◇
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
課	

保
険
税
係

☎
10
ペ
ー
ジ
参
照

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

や
す
ら
ぎ
対
策
課	

介
護
保
険
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
１

	
	

納
期
限
後
納
付
に
は
、
督
促
手
数

料
・
延
滞
金
が
掛
か
り
ま
す

　

保
険
税
（
保
険
料
）
は
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

督
促
状
は
、
納
期
限
後
20
日
以
内

れ
、
軽
減
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、総
所
得
金
額
等
が
不
明
（
所

得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
等
）
の

場
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
】

　

倒
産
・
解
雇
や
雇
止
め
等
に
よ
る

離
職
を
さ
れ
た
方
で
、
失
業
等
給
付

を
受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

☆
◇
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
例
：
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
る
離
職
）

◇
特
定
理
由
離
職
者
（
例
：
雇
止
め

等
に
よ
る
離
職
）
と
し
て
失
業
等
給

付
を
受
け
る
方

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
が
11
・
12
・
21
・
22
・
31
・

32
・
23
・
33
・
34
に
該
当
の
方

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
及
び
特
例
受

給
資
格
者
の
方
は
対
象
外
で
す
。

☆
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職

理
由
、
申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制
度
で
す
。
保
険
料
や
税
金
を
財
源

と
す
る
こ
と
で
、
費
用
の
一
部
を
負

担
す
る
だ
け
で
様
々
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
必
要
な

費
用
の
う
ち
、50
％
が
公
費
負
担
さ
れ
、

残
り
の
50
％
が
第
1
号
被
保
険
者
保

険
料
（
65
歳
以
上
の
方
、
22
％
）
及
び

に
発
送
し
ま
す
。
督
促
手
数
料
は
、

督
促
状
１
通
に
つ
き
80
円
で
す
。　

　

延
滞
金
は
、
租
税
債
務
の
履
行
遅

滞
に
対
す
る
遅
延
利
息
と
し
て
徴
収

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
納
期
内

に
納
付
し
た
方
の
利
益
を
尊
重
し
、

ま
た
、
納
期
内
の
自
主
納
税
を
促
進

し
て
、
納
税
秩
序
の
確
立
を
図
る
と

い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
で

　

普
通
徴
収
の
納
付
に
口
座
振
替
を

利
用
す
る
と
、
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。
納
付
の
度
に
金
融
機
関
へ
行

く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
度
手
続
を
す
る

と
、
翌
年
度
か
ら
も
自
動
的
に
継
続

さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
保
険
の
項

目
が
異
な
る
場
合
、
改
め
て
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す
。）

　

口
座
振
替
の
ご
依
頼
は
、
預
貯
金

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
で
、
備

付
け
の
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
お
申
込
み
に
は
、
預
貯
金

通
帳
・
印
鑑
・
納
付
書
が
必
要
で
す
。

　

納
期
は
、
７
月
～
平
成
29
年
３
月

の
毎
月
（
全
９
回
）
で
す
。
何
ら
か

の
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

お
早
め
に
保
険
課
収
納
係
（
☎
10

ペ
ー
ジ
参
照
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保険料
段階

保険料額
（年間） 対象となる方

第 1 段階 3 万 2,500 円

◇生活保護を受給している方
◇老齢福祉年金を受給している方のうち世帯全員が非課税の方

本
人
が
市
民
税
非
課
税

同じ世帯にい
る方全員が市
民税非課税

平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方

第 2 段階 5 万 4,300 円 平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が 80 万円を超えて 120 万円以下の方

第 3 段階 5 万 4,300 円 平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 120 万円を超える方

第 4 段階 6 万 5,100 円 同じ世帯に市
民税課税者が
いる方

平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方

第 5 段階 7 万 2,400 円 平成 27 年中の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円を超える方

第 6 段階 8 万 6,800 円 本
人
が
市
民
税
課
税

平成 27 年中の合計所得金額が 120 万円未満の方

第 7 段階 9 万 4,100 円 平成 27 年中の合計所得金額が 120 万円以上 190 万円未満の方

第 8 段階 10 万 8,600 円 平成 27 年中の合計所得金額が 190 万円以上 290 万円未満の方

第 9 段階 12 万 3,000 円 平成 27 年中の合計所得金額が 290 万円以上の方

■平成 28 年度介護保険料額

　保険税の年間税額は、世帯で算定した医療保険分、後期高齢者支援金等と介護保険第 2 号被保険者（40 歳以上 65
歳未満の方）の介護保険分の 3 項目の合算額となります。
　各項目の課税額は、所得から算定する所得割額、固定資産税から算定する資産割額、被保険者数から算定する均等
割額、1 世帯当たりの平等割額の合算額です。
　各項目にはそれぞれ課税の上限 ( 課税限度額 ) が設定されています。今年度の課税限度額は、地方税法施行令の改
正に伴い、医療保険分が 54 万円（平成 27 年度は 52 万円）、後期高齢者支援金等が 19 万円（平成 27 年度は 17 万円）
に引き上げられます。介護保険分は昨年と同額（16 万円）です。

平成 28 年度の税額表

■医療保険分（国保加入全世帯） 課税限度額 54 万円（年額）
所得割額 資産割額 均等割額 平等割額

【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33 万円）】× 5.7％ +【今年度の固定資産税額

（土地及び家屋に係る分）】× 40％ + 【世帯の被保険者数】
× 2 万 1,000 円 + 【1 世帯当たり】

2 万 500 円

■後期高齢者支援金等（国保加入全世帯） 課税限度額 19 万円（年額）
所得割額 資産割額 均等割額 平等割額

【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33 万円）】× 2.0％ +【今年度の固定資産税額

（土地及び家屋に係る分）】× 10％ + 【世帯の被保険者数】
× 7,000 円 + 【1 世帯当たり】

6,500 円

■介護保険分（40 歳以上 65 歳未満の人〔介護保険第 2 号被保険者〕のいる世帯） 課税限度額 16 万円（年額）

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額

【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33 万円）】× 1.5％ +【今年度の固定資産税額

（土地及び家屋に係る分）】× 9.7％ +
【世帯の介護保険

第 2 号被保険者数】
× 9,000 円

+ 【1 世帯当たり】
5,100 円

7
割
軽
減

基
準
額

33
万
円
以
下
の
世
帯

5
割
軽
減

基
準
額

33
万
円
＋
26
万
５
０
０
０
円
×

︵
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世

帯
所
属
者
数
︶
以
下
の
世
帯

2
割
軽
減

基
準
額

 

33
万
円
＋
48
万
円
×

︵
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世

帯
所
属
者
数
︶
以
下
の
世
帯

※介護保険第 2 号被保険者の総所得金額等・固定資産税額・被保険者数
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田辺扇ヶ浜海水浴場開設

第 30回弁慶まつり　参加者募集 開館 20周年記念特別展
『昭和の洋画を切り拓

ひら

いた若き情熱～1930 年協会から独立へ～』

高等学校等通学費・下宿（寮）費助成金
■問合せ　下記参照 ■問合せ　下記参照

■問合せ　下記参照 ■問合せ　田辺市立美術館（☎ 0739-24-3770）

扇
ヶ
浜
海
水
浴
場

☆
7
月
1
日
㊎
～
8
月
31
日
㊌

☆
9
時
～
18
時

■
設
備

更
衣
室
・
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
・

シ
ャ
ワ
ー
（
無
料
）・
温
水
シ
ャ

ワ
ー
（
3
分
間
100
円　

男
女
各

3
機
設
置
）

︻
主
な
イ
ベ
ン
ト
】

■
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ

ス
タ

☆
7
月
17
日
㊐

■
扇
ヶ
浜
ま
つ
り

☆
8
月
13
日
㊏

■
そ
の
他

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。

︻
海
の
家
】

☆
10
時
～
17
時

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
休
業

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
保
護
者
の
所
得

制
限
を
見
直
し
、
下
宿
（
寮
）
費

の
上
限
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

☆
次
の
①
～
⑤
全
て
に
当
て
は

ま
る
保
護
者
の
方

①
市
に
居
住
し
、
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
扶
養
家
族
で
助
成
金
の
対
象

と
な
る
満
20
歳
以
下
の
高
校
生

等
の
通
学
費
又
は
下
宿
（
寮
）

費
を
月
額
1
万
２
０
０
０
円
以

上
（
寮
費
の
場
合
は
食
費
を
含

む
。）
負
担
し
て
い
る
こ
と
。

③
御
坊
市
以
南
の
高
等
学
校
等

（
修
業
年
限
が
2
年
以
上
の
学
校
）

に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
通

学
し
、
又
は
下
宿
（
入
寮
）
す
る

高
校
生
等
（
入
学
し
た
日
か
ら
3

年
以
内
）の
保
護
者
で
あ
る
こ
と
。

④
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を

含
む
。）を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
保
護
者
の
年
間
所
得
が
、
基

準
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
下
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
助
成
金
の
額

　

通
学
費
、
下
宿
（
寮
）
費
助

成
金
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
し
か

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

◇
通
学
費
助
成

月
額
交
通
費
×
3
分
の
1（
月
額

1
万
円・年
間
10
か
月
分
を
限
度
）

◇
下
宿
（
寮
）
費
助
成

月
額
下
宿
費
又
は
寮
費
か
ら
食

演
劇
弁
慶
伝
説　

出
演
者
＆

ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

☆
◇
出
演
者　

9
月
30
日
㊎
、

10
月
1
日
㊏（
雨
天
翌
日
順
延
）

の
当
日
参
加
、
8
月
か
ら
の
芝

居
の
練
習
に
参
加
で
き
る
こ
と

が
条
件
に
な
り
ま
す
。

・
弁
慶
役　

身
長
１
７
５
㎝
以

上
、
満
18
歳
以
上
（
高
校
生
不

可
）
の
男
性
1
名
。
副
賞
賞
金

は
10
万
円
で
す
。

・
玉
虫
役　

満
18
歳
以
上
（
高

校
生
不
可
）
の
女
性
1
名
。
副

賞
賞
金
は
5
万
円
で
す
。

・
そ
の
他　

満
16
歳
以
上
の
方
。

た
だ
し
小
玉
虫
役
は
小
学
低
学

年
・
鬼
若
役
は
小
学
高
学
年
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

※
演
劇
経
験
、
在
住
の
地
域
、

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

主
な
配
役
は
湛た

ん
ぞ
う増
（
弁
慶
の

父
）、
源
義
経
、
山
賊
、
家
臣
、

侍
女
等
で
す
。

◇
ス
タ
ッ
フ　

当
日
参
加
、
事

前
の
準
備
作
業
、
打
合
せ
会
議

（
主
に
平
日
の
夜
）
に
参
加
で

き
る
方

☆
7
月
11
日
㊊
ま
で
に
下
記
へ
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
、
身
長
・

職
業
（
学
校
名
）・
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
直
接
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
7
月
9
日
㊏
～
8
月
28
日
㊐

☆
10
時
～
17
時
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

☆
毎
週
㊊
（
た
だ
し
、
7
月
18

日
は
開
館
）・
7
月
19
日
㊋
・

8
月
12
日
㊎

☆
①
田
辺
市
立
美
術
館

②
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

☆
昭
和
期
に
洋
画
の
表
現
を
刷

新
し
た
画
家
た
ち
の
活
動
を
、

１
９
３
０
年
協
会
、
独
立
美
術

協
会
の
運
動
に
注
目
し
て
振
り

返
り
ま
す
。
一
時
代
を
築
い
た

洋
画
家
た
ち
の
秀
作
が
一
堂
に

展
示
さ
れ
ま
す
。

☆
①
６
０
０
円
（
４
８
０
円
）

②
４
０
０
円
（
３
２
０
円
）

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団

体
割
引
料
金
。
学
生
及
び
18
歳

未
満
の
方
は
、
無
料
。

︻
記
念
講
演
会
︼

☆
①
7
月
23
日
㊏

②
8
月
６
日
㊏

☆
14
時

☆
田
辺
市
立
美
術
館「
研
修
室
」

☆
①
演
題

佐
伯
祐
三
と
１
９
３
０
年
協
会

◇
講
師　

三
谷	

渉

（
田
辺
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

②
演
題

前
田
寛
治
と
１
９
３
０
年
協
会

◇
講
師　

林
野	

雅
人	

さ
ん

（
鳥
取
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

☆
観
覧
料
の
み
必
要

■
そ
の
他

ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
、
子
供
用
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の
貸
出
し

（
有
料
・
数
量
限
定
）

☆
田
辺
観
光
協
会

（
観
光
振
興
課
内
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
９

田
辺
扇
ヶ
浜
海
水
浴
場

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
１
１
７
０

（
開
設
期
間
中
の
み
）

☆http://w
w
w
.tanabe-

kanko.jp

ビ
ー
チ
サ
イ
ド
ド
ル
フ
ィ
ン

in
扇
ヶ
浜

☆
7
月
16
日
㊏
～
8
月
17
日
㊌

☆
9
時
30
分
～
18
時

☆
イ
ル
カ
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行

委
員
会
（
南
紀
み
ら
い
㈱
）

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
５
５
５
４

（
開
催
期
間
中
の
み
）

費
相
当
分
を
除
い
た
額
×
3
分

の
1
（
月
額
５
０
０
０
円
・
年

間
10
か
月
分
を
限
度
）

☆
7
月
1
日
㊎
～
28
日
㊍
に
左

記
へ
、
申
請
書
・
在
学
証
明
書
・

所
得
証
明
書
（
平
成
27
年
分
）・

市
税
完
納
証
明
書
を
直
接
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
及
び
下
宿（
入

寮
）
証
明
書
は
、
左
記
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

※
下
宿
（
寮
）
費
を
申
請
さ
れ

る
方
は
、
下
宿
（
入
寮
）
証
明

書
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得

証
明
書
、
市
税
完
納
証
明
書
は
、

保
護
者
の
人
数
分
が
必
要
で
す
。

☆
◇
教
育
総
務
課	

庶
務
係

〒
６
４
６
︱

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
︱

1

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
１

☆

h
ttp
://w

w
w
.city

.
tan
abe.lg.jp/kyou

iku
/

tsuugakuhitoujoseikin.
htm

l

◇
龍
神
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
３
０
１

◇
中
辺
路
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
０
５
０
４

◇
大
塔
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
２
１
２

◇
本
宮
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
１
１
６
４

弁
慶
ゲ
タ
踊
り　

参
加
者
募

集
!

☆
10
月
1
日
㊏

（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
）

☆
15
時

☆
田
辺
大
通
り

☆
7
月
29
日
㊎
17
時
ま
で
に
左

記
へ
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
少
人
数
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
が
団
体
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
で
参

加
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
の

参
加
も
可
能
で
す
。

■
そ
の
他

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
練

習
会
は
、
9
月
下
旬
頃
に
開
催

予
定
で
す
。

☆
観
光
振
興
課	

地
域
観
光
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
９

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

︻
記
念
演
奏
会
︼

☆
☆
8
月
20
日
㊏　

19
時
開
演

☆
田
辺
市
立
美
術
館

「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」

☆
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
音
楽

■
出
演

◇
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

松
田	

淳
一

◇
ピ
ア
ノ　

松
田	

淳
子

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

ツ
ィ
ガ
ー
ヌ（
М
．ラ
ヴ
ェ
ル
）、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
（
Ｆ
．

プ
ー
ラ
ン
ク
）
ほ
か

☆
小
学
生
以
上

☆
80
名
﹇
先
着
﹈

☆
7
月
30
日
㊏
10
時
か
ら
、
電
話

で
の
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

前
田
寛
治
《
棟と
う
り
ょ
う梁の

家
族
》

１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年

鳥
取
県
立
博
物
館
蔵

☆
〒
６
４
６
︱

０
０
３
３

新
屋
敷
町
１

弁
慶
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
田
辺
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
５
０
６
４

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
２
７
８
３

☆

h
ttp
://w

w
w
.kish

u
-

benkei.com
/


